
ＪＪＪＲＲＲ四四四国国国労労労組組組ニニニュュューーーススス
平成３１年２月２０日（Ｎｏ１４／１）  発行責任者／中濱 斉 編集責任者／森安 祐貴 

「効率化施策等」経営協議会開催！ 

 本部は、本日開催された経営協議会において「平成３０年度効率化施策等」について説明

を受けた。 

冒頭、会社側より「今年度は『中期経営計画』の２年目となるが、平成３２年度における

『自立経営の確立』という目標の達成に向けて、厳しい経営環境に柔軟に対応しつつ、各種

経営課題の解決に取り組んできた。このため、徹底した業務の効率化を図るとともに、人的・

物的能力を最大限に発揮させることにより、継続的かつ安定的な収益が確保できる経営体質

の構築をするため、関係各部とともに効率化施策の実施に向けて鋭意取り組んできたところ

である」との考え方が示された。 

その後、各主管部における「効率化施策」、並びに「取扱収入実績及び純収入実績の最近

の動向」について説明があり、これらについて議論した。 

【平成３０年度効率化施策等について】 

１ 営業部関連 

・３月のダイヤ改正に伴い、一部駅において勤務種別や営業時間の変更を行うとともに、一部

ワープ支店において営業時間の変更を行う。（ 別紙－１ 参照）

・一部ワーププラザの廃止、契約社員化駅の曜日休日化等を行う。（ 別紙－２ 参照） 

２ 運輸部関連 

・牟岐線徳島～阿南間の増発（パターン化）を進める。

・予讃線高松～琴平間の信用降車型ワンマン列車の本数を１８本から３２本に拡大する。

・予土線「しまんトロッコ」の定期列車への併結化を行う。

・「サンライズ瀬戸」の琴平への延長運転に伴う運用変更の一部を曜日運用に組み込む。

・高松指令所棟５階に女性用乗泊所を新設する。

・最終ワンマン列車への女性乗務員の乗務制限を撤廃する。

３ 工務部関連 

・検査業務システムの導入に取り組む。

【取扱収入実績及び純収入実績の最近の動向について】 

別紙－３ 参照
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＜説明に対する主な質疑（要旨）＞ 

【営業部関連】 

組 合：駅の営業時間短縮及び曜日休日化、並びにワーププラザの廃止について、組合は効率化

の必要性は認識しつつ、組合員の雇用の確保を第一義に考えている。この点についてど

のように考えているのか。 

会 社：会社としても雇用の確保ができるように考えていきたい。 

組 合：該当者には今回の内容及びスケジュールを丁寧に説明するとともに、本人の希望に配慮

されたい。 

会 社：該当者には４月以降面談を実施するとともに、本人の希望にはできる限り配慮したい。 

組 合：ワーププラザの廃止に関して、旅行業の今後の展望をどう考えているのか。 

会 社：旅行業については、店舗での販売が減収傾向にあるため厳しい状況が続くと思われるが、

残すべき店舗を絞り込み運営していきたい。 

組 合：駅の営業時間短縮及び曜日休日化、並びに無人駅の券売機撤去に伴い、乗務員の集札時

分が長くなることが考えられるが、どのように対処するのか。 

会 社：集札による列車の遅延はやむを得ないと考えており、その旨を乗務員に周知することと

する。 

【運輸部関連】 

組 合：最終ワンマン列車への女性乗務員の乗務制限についてなぜ撤廃したのか。 

会 社：これまで夜間の列車に女性が乗務し問題がなかったこととあわせて、防犯ブザーを貸与

するなど防犯対策を図っている。なお、移行直後は指導担当が添乗しフォローを行うこ

ととする。 

組 合：サンライズ瀬戸の琴平への延長運転に伴い、一部列車の気動車への置き換えが発生して

いるが、今後も継続するのか。 

会 社：１列車あたりのご利用状況が好調なこととあわせて、東京から四国への誘客に寄与する

ことから継続することとした。 

【工務部関連】 

組 合：工務職場において検査業務システムを導入するとあるが、どのようなシステムか。 

会 社：現場での検査をシステム化して管理することで、効率化を図るシステムである。 

その他、業務中に発生した労働災害（自動車事故）の再発防止、及び運転職場における車掌兼務に

ついて抜本的な対策を求めた。 

また、今回の提案については意見集約のうえ具体解明を申し入れることとした。 

以 上 
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